
令和７年２月定例会

予算決算委員会資料

（ 環 境 部 ）





予算決算委員会資料
令和７年 ３月 ６日
 環 境 都 市 推 進 課

（千円）

466,278

466,278

 

233,139

充当額

6,636

4,736

10,055

17,661

37,956

5,970

6,773

4,812

908

15,547

111,054

1 再生可能エネルギー導入支援事業 6,819

2 次世代エネルギーパーク運営経費　 3,239

3 地域ＥＳＣＯ事業 8,316

4 あきエコどんどんプロジェクト事業 5,542

5 地球温暖化対策実行計画推進事業 957

6 溶融施設バイオマスチップ使用等経費 23,756

7 中小企業等省エネ促進事業 24,017

8 総合環境センター照明ＬＥＤ化修繕経費 2,000

9 【総務部】次世代低公害車導入事業 515

10 【観光文化スポーツ部】排泄物有効活用事業 4,755

11 【市民生活部】まちあかり・ふれあい推進事業 520

12 【産業振興部】再生可能エネルギー関連産業人材育成支援事業 495

13 【建設部】グリーンインフラ公園緑地整備事業 400

計 ＝ α 81,331

1 微小粒子状物質（ＰＭ2.5）成分分析業務委託 7,015

2 公共用水域等水質測定業務委託（要監視項目等状況把握調査） 971

3 水銀含有ごみ収集運搬・処分経費 32,768

計 ＝ β 40,754

122,085

233,139

6 ごみ減量の情報発信

7 不適正排出対策

8 不法投棄対策

10 家庭ごみ処理手数料収納管理関連経費

家庭ごみ減量等対策事業　計 ･･･①

9 粗大ごみオンライン申込経費

1 ごみ集積所の美化

2 生ごみ減量の促進   　　　　事業費5,884の内

3 集団回収の普及促進

4 資源化物の祝日収集

Ｂ　活用施策合計＝①＋②

5 古紙回収の促進・支援

 地球温暖化対策

その他の環境対策事業　計　･･･②＝α＋β

令和７年度 家庭ごみ処理手数料相当額の使途について（見える化）

　秋田市廃棄物の処理および再利用に関する条例第32条の２第２項に基づき、家庭ごみ処
理手数料の歳入の総額およびその相当額の使途の内訳について公表するものです。

Ａ＋Ｂ　= 466,278

家庭ごみ減量等対策事業

 生活環境の保全に寄与する事業

塵芥処理費

家庭ごみ処理手数料歳入予算額

その他の環境対策事業

Ａ　一般廃棄物処理施設整備基金積立金

活用施策

相当額（一般財源）を環境施策等に活用

特定財源として直接充当
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